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戦前日本における優生学の知的障害者福祉分野への
影響に関する歴史的研究





1.はじめに - 本研究の課蓮と方法 一
本研究は,文部省科研費 ･基盤研究A ｢20世紀優生学が障害者の生存 ･生活 ･教育に及






























名または代表者 :創立年)は,①滝乃川学園 (石井亮一 :1891年),②白川学園 (腕田良
書 :1909年),(釘桃花塾 (岩崎佐一 :1916年),(彰藤倉学園 (川田貞治郎 :1919年,前身は
日本心育園),⑤筑波学園 (岡野豊四郎 :1923年),⑥三田谷治療教育院 (三田谷啓 :1927
午),⑦八幡学園 (久保寺保久 :1928年),⑧小金井学園 (城戸幡太郎,奥田三郎 :1930年),














































1917.7)を通して日本で ｢大日本優生会｣が発足したことを知 り,今後 ｢精神薄弱｣の遺
伝研究とそれへの優生学的対応の議論が日本でも高まるであろうことを察知している｡川






帰国後川田は,1922年の論文 ｢遺伝 と家庭｣15)において ｢低能｣や ｢大酒家｣の遺伝家
系を示しながら,｢人生の幸福の殆んどは遺伝によって害されるものである｣から,｢家庭









て協議題 として ｢児童の精神衛生思想を普及発達せしめむる方法如何｣が提案され その
具体策 (｢予防政策｣ と ｢救済治療的教育｣の二本柱で構成)として筆頭に ｢優生学的処
置｣を挙げ,｢白痴,低能児｣等への ｢去勢｣などが提唱された｡この小峰提案は賛成を

























































化,治療教育所の確立増大を (希)望する次第である｣とあり,第 2号 (二1巻 2･3号
1937.1)のそれは ｢母子扶助法案や民族優種法案の重大性を帯び来 りし時大きな人道問題






また ｢愛護｣誌の発刊を祝して第 1巻第 1号に寄せられた祝辞の中に優生学 (民族衛生
学)の立場が鮮明なものが認められる｡具体的には,まず児玉昌は,｢日本には白痴が何










第 1巻第 4-7号 (1937.12)では,｢時局と異常児問題｣が特集されているが,寄稿者
7人中脇田良書 (白川学園)と青木延春の 2人に優生 (民族衛生)思想が顕著である｡脇



































































遇の展開の中からそれを克服しようとする思想 ･実践 ･運動がどう形成 ･展開していった
のか,といった諸点を解明していくことである｡
<注 >
1)日本障害者教育 ･福祉史研究分野において優生学に論及した主な先行研究 としては,(D加藤美紀 ･津曲
裕次 :戦前の日本における優生学の取 り扱いに関する研究一国定教科書等の記載の分析から - ｢障害者
問題史研究紀要｣第37号,27-35頁,1996年,a)篠崎恵昭 ･清水寛 :アジア ･太平洋戦争下の優生政策と
障害者問題 〔Ⅰ〕 一 第75回国議会衆議院優生法案委員会の ｢国民体力管理法案｣審議の検討 - ｢埼玉
大学紀要教育学部 (教育科学)｣第46巻第 2号,29-49頁,1997年,(卦篠崎恵昭 ･清水寛 :アジア .太平
洋戦争下の優生政策 と障害者問題 〔Ⅱ〕 - 第75回帝国議会衆議院優生法案委員会における ｢国民優生法
案｣審議の検討 - ｢埼玉大学紀要教育学部 (教育科学)｣第47巻第 1号,ll-38貢,1998年,がある｡
2)紙幅の関係で先行研究を明示できないため,筆者作成の下記の目録(∋②の番号を記してお く｡
①平田 :近代 日本障害児教育史関係文献 日録 ｢長崎大学教育学部教育科学研究報告｣第43号,89-118,
1992年 6月- ｢目録 Ⅰ｣
(診平田 :同上 (Ⅱ)｢長崎大学教育学部教育科学研究報告｣第53号,61-70,1997年 6月- ｢目録Ⅱ｣
目録 Ⅰでは,主にNo.166,192,199,202-206,214,215,223,230,231,233,244-246,262-269,295,296,299,
303,306-308,310,318,319,327,329,332,351,353,363-365,401,403,410,416,423,439,443,444,453,457,
44 長崎大学教育学部紀要 一教育科学 一 第60号
491,493,497,510,537,であり,目録Ⅱでは,No.552,572,575,578,602,612,620,627,628である｡
3)精神薄弱児収容施設一覧 ｢愛護｣第 1巻第 4-7号,18頁,1937年より｡
4)会員名簿 (第-回)｢民族衛生｣第 1巻第 1号,98-lol東,1931年.石井と川田は ｢評議員｣(98頁)
中に,岩崎は ｢会員｣の ｢Ⅰノ部｣(99頁)中に確認できる｡
5)石井 :瀧の川学園経営法 ｢成功｣第 9巻第 1号,83貢,1906年 4月
6)石井 :白痴教育 (下)｢神経学雑誌｣第17巻第10号,25頁,1918年10月
7)石井 :精神薄弱者と其取扱ひ方 ｢体性｣第17巻第 3号,29頁,1931年 9月
8)石井 :精神薄弱児の幼児に於ける状態に就いて ｢愛育｣第 1巻第 5号,20貢,1935年
9)岩崎佐一の先行研究には,岡本藤治郎氏の論文 ｢障害児教育萌芽期における岩崎佐一の思想と実践｣
『大阪教育大学障害児教育研究紀要』第 3号 (1981年)があるが,優生学の影響に関する言及はない｡
10)岩崎 :白痴教育に就て(4)｢救済研究｣第 6巻第 7号,38-41貢,1918年 7月
ll)｢社会と救済｣第 4巻第 4号,1920年 7月
12)桃花塾拡張趣意書 ｢救済研究｣第 9巻第 9号,70頁,1921年 9月
13)分析対象の川田の著作については,筆者作成の ｢川田貞治郎文献 目録｣(日本社会福祉学会第48回大会
にて配布した発表資料中の<資料 1>)参照｡本日鐘は,紙幅の関係で掲載できないが,『川田貞治郎教







17)日本民族衛生学会第一回学術大会 ｢民族衛生｣第 1巻第 4号,113頁,1931年10月
18)『日本愛護五十年の歩み』22-24頁
19)第三回日本精神薄弱児愛護協会総会記事 ｢愛護｣第 1巻第 2･3号,8頁,1937年 1月
20)精神薄弱児問題座談会記事 ｢愛護｣第 1巻第 4-7号,23貢,1937年12月
21)平田 :戦前の社会事業分野における ｢精神薄弱｣概念の歴史的研究Ⅱ (下)｢長崎大学教育学部教育科
学研究報告｣第49号,65-72頁,1995年 6月
22)久保寺 :精神薄弱児の社会的保護 ｢浅草寺時報｣第66号, 7- 9頁,1934年 9月
23)久保寺 :精神異常児の処遇に就て ｢育児事業研究｣第二韓,19-30頁, 1935年 1月






(付記)本研究は,日本社会福祉学会第48回大会 (於 ･日本女子大学)において ｢日本における優生学の障
害者教育 ･福祉への影響に関する歴史的研究 (第Ⅲ報) - 戦前の知的障害者施設経営者への優生
学の影響の検討を中心に - ｣と題して発表したものを改題の上,修正加筆したものであり,2000
年度文部省科研費 ･基盤研究h)(1)｢20世紀優生学が障害者の生存 ･生活 ･教育に及ぼした影響に関
する総合的研究｣(課題番号11301009)の研究成果の一部でもある｡
